
食
は
宇
宙
劇
場
へ
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２
０
２
４
年
１
１

月
１
６
・
１
７
日

の
両
日
、
記
者
は

株
式
会
社

M
A

R
BLiN

G

（
飯

舘
村
深
谷
二
本
木
前

５－

１ 

図
図
倉
庫
）

主
催＜

環
世
界
探

索
紀
行－

い
い
た

て
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー＞

に
参
加
。
「
４
食
付
」
と

い
う
食
の
魅
力
に
動
機
づ

け
さ
れ
た
体
験
記
を
二
号

に
わ
た
り
報
告
す
る
。 

　
第
１
日
目
正
午
、
ズ
ッ
ト
倉

庫
で
ツ
ア
ー
の
ド
ア
を
開
い
た

の
は
主
催
者
・
矢
野
淳
・
（
株
）

M
A

R
BLiN

G

代
表
（
写
真
１
）
。

１
幕
は
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
の

展
示
・
環
世
界
へ
の
誘
い
。 

　
続
く
２
幕
は
『
田
舎
レ
ス
ト

ラ
ンLa K

asse

』
に
移
動
。
、
迎

え
て
く
れ
た
の
は
料
理
人
・
佐

藤
雄
紀
（
写
真
２
）
。
テ
ー
ブ

ル
に
は
前
菜
と
バ
ケ
ッ
ト
の

入
っ
た
「
季
節
の
味
覚
の
採
集

箱
」
が
並
ぶ
（
写
真
３
）
。
ま
る

で
宝
石
箱
、
蓋
の
上
に
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
メ
ニ
ュ
ー
が

載
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
育
種

家
・
元
一
さ
ん
の
イ
ー
タ
テ
ベ
イ

ク
。
か
ぼ
ち
ゃ
は
と
み
子
さ

ん
の
い
い
た
て
雪
っ
娘
か
ぼ

ち
ゃ
、
目
の
前
に
現
物
。
牛

肉
は
豊
さ
ん
の
経
産
牛
、
松
川

浦
の
魚
介
も
。
頂
い
た
料
理
の

数
々
は
雄
紀
さ
ん
の
コ
ン
セ
プ

ト
「
食
べ
た
こ
と
の
な
い
味
」
そ

の
も
の
。
か
ぼ
ち
ゃ
の
隣
に
小

宇
宙
、
飯
舘
産
の
高
級
石
材
・

花
崗
岩
が
紅
葉
に
映
え
る
。 

　
こ
こ
で
舞

台
は
転
換
し

て
「
牛
の
放

牧
場
・
肉
の

ゆ
ー
と
ぴ
あ
」
へ
。
山
田
豊
・

牧
場
主
が
夕
食
ス
テ
ー
キ
の
希

望
部
位
を
ひ
と
り
ひ
と
り
に

カ
ッ
ト
（
写
真
４
）
。
こ
れ
ぞ

至
上
の
贅
沢
な
り
。 

　
夕
暮
れ
、
東
北
大
惑
星
圏

飯
舘
観
測
所
へ
（
写
真
５
）
。

木
星
の
オ
ー
ロ
ラ
と
太
陽
フ

レ
ア
の
観
測
に
つ
い
て
、
三

澤
浩
昭
・
東
北
大
学
准
教
授

が
ド
ー
ム
の
ス
ラ
イ
ド
で
解

説
（
写
真
６
）
。
通
常
の
ツ

ア
ー
で
は
訪
問
で
き
な
い

「
秘
密
基
地
」
に
あ

そ
ぶ
。 

　
陽
も
と
っ
ぷ
り
と

落
ち
て
、
ス
テ
ー
キ

の
待
つ
夕
食
会
場

「
民
家
園 

宴
」
へ
。

バ
ー
に
は
、
「
不
死
鳥
の
如
く
」

ほ
か
の
銘
酒
が
並
ぶ
（
写
真

７
）
。
雄
紀
シ
ェ
フ
が
お
昼
に
続

く
大
活
躍
、
多
謝
。 

　
宿
泊
体
験
館
「
き
こ
り
」
の

温
も
り
の
中
で
爆
睡
へ
。 

（
写
真
・
文
責
／
若
林
一
平
）

シ
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